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アメリカン・ドリーム・ファンド 

 
運用報告書（全体版） 

 
第15期（決算日 2022年６月13日） 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご購入いただいております「アメリカ

ン・ドリーム・ファンド」は、去る2022年６月

13日に第15期の決算を行いました。ここに期中

の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引立て賜りますようお願

い申し上げます。 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 と 
クローズド期間 

原則として無期限です。 
2008年６月12日からクローズド期間が明けました。 

運 用 方 針 
当ファンドは、主に米国小型株成長ファンドに投資を行い、投資信託財
産の成長をめざして積極的な運用を行います。 

主要投資対象 

子投資 
信 託 

米国小型成長株マザーファンド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

親投資 
信 託 

米国の株式（米国預託証書（ＡＤＲ）を含みます。以下「ＡＤＲ
等」といいます）等を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

子投資 
信 託 

①株式（ＡＤＲ等を含みます｡）への投資割合には制限を設けません。 
②外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
③同一銘柄の株式（ＡＤＲ等を含みます｡）への実質投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

④投資信託証券（マザーファンド受益証券を除きます｡) への
実質投資割合は、信託財産の純資産総額の５％以下とします。 

⑤新株引受権証券および新株予約権証券への実質投資割合は、
信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

⑥同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証券への実質
投資割合は、投資信託財産の純資産総額の10％以内とします。 

⑦同一銘柄の転換社債ならびに転換社債型新株予約権付社債
への実質投資割合は、投資信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

⑧委託者は、デリバティブ取引等（金融商品取引法第２条第20
項に規定するものをいい、新株予約権証券、新投資口予約権
証券またはオプションを表示する証券もしくは証書にかかる
取引および選択権付債権売買を含みます。）について、一般社
団法人投資信託協会規則に定める合理的な方法により算出し
た額が、投資信託財産の純資産総額を超えることとなる投資
の指図をしません。 

⑨一般社団法人投資信託協会の規則に定める一の者に対する
株式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデ
リバティブ取引等エクスポージャーの投資信託財産の純資産
総額に対する比率は、原則としてそれぞれ100分の10、合計で
100分の20を超えないものとし、当該比率を超えることとなっ
た場合には、一般社団法人投資信託協会の規則に従い当該比
率以内となるよう調整を行うこととします。 

親投資 
信 託 

①株式（ＡＤＲ等を含みます｡）への投資割合には制限を設けません。 
②外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
③同一銘柄の株式（ＡＤＲ等を含みます｡）への実質投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

④投資信託証券への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の
５％以下とします。 

⑤新株引受権証券および新株予約権証券への実質投資割合は、
信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

⑥同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証券への実質
投資割合は、投資信託財産の純資産総額の10％以内とします。 

⑦同一銘柄の転換社債ならびに転換社債型新株予約権付社債
への実質投資割合は、投資信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

⑧委託者は、デリバティブ取引等（金融商品取引法第２条第20
項に規定するものをいい、新株予約権証券、新投資口予約権
証券またはオプションを表示する証券もしくは証書にかかる
取引および選択権付債権売買を含みます。）について、一般社
団法人投資信託協会規則に定める合理的な方法により算出し
た額が、投資信託財産の純資産総額を超えることとなる投資
の指図をしません。 

⑨一般社団法人投資信託協会の規則に定める一の者に対する
株式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデ
リバティブ取引等エクスポージャーの投資信託財産の純資産
総額に対する比率は、原則としてそれぞれ100分の10、合計で
100分の20を超えないものとし、当該比率を超えることとなっ
た場合には、一般社団法人投資信託協会の規則に従い当該比
率以内となるよう調整を行うこととします。 

分 配 方 針 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益（繰越分およびみなし
配当等収益を含む）および売買益（評価益を含み、みなし配当等収益
を控除）等の全額とします。 

②委託者が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、
元本部分と同一の運用を行います。 

＊米国預託証書（ＡＤＲ）とは、米国以外の企業の株式を実質的に所有

しているのと同様の経済効果を持つ証書です。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

11期(2018年６月12日) 10,746 500 18.0 22,129 25.6 98.1 4,328 

12期(2019年６月12日) 10,351 600 1.9 20,186 △ 8.8 95.4 4,235 

13期(2020年６月12日) 10,313 600 5.4 19,902 △ 1.4 94.8 3,886 

14期(2021年６月14日) 13,584 1,000 41.4 32,090 61.2 95.7 4,859 

15期(2022年６月13日) 11,612 0 △14.5 25,967 △19.1 95.4 3,692 
 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで表示しています。 
（注） 組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 純資産総額は単位未満を切捨てて、騰落率、組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 
（注） 参考指数はラッセル2000グロースインデックス（円換算ベース）です。 
（注） 参考指数（ラッセル2000グロースインデックス（円換算ベース））は、ラッセル2000グロースインデックス（米ドル建て：為替ヘッジな

し）をもとに委託者が独自に計算したもので、当初設定時を10,000として指数化しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2021年６月14日 13,584 － 32,090 － 95.7 

６月末 14,085 3.7 32,781 2.2 93.2 

７月末 13,896 2.3 31,264 △ 2.6 95.1 

８月末 14,082 3.7 32,079 △ 0.0 96.3 

９月末 13,912 2.4 31,407 △ 2.1 96.0 

10月末 14,764 8.7 33,386 4.0 95.5 

11月末 14,285 5.2 31,774 △ 1.0 96.6 

12月末 14,456 6.4 32,347 0.8 93.4 

2022年１月末 12,134 △10.7 28,022 △12.7 95.1 

２月末 12,450 △ 8.3 28,044 △12.6 96.3 

３月末 13,420 △ 1.2 29,936 △ 6.7 94.5 

４月末 12,087 △11.0 28,461 △11.3 94.6 

５月末 11,738 △13.6 26,959 △16.0 92.7 

(期  末)      

2022年６月13日 11,612 △14.5 25,967 △19.1 95.4 
 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 
（注） 騰落率は期首比で表示しています。 
（注） 組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
（注） 騰落率、組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 
（注） 参考指数はラッセル2000グロースインデックス（円換算ベース）です。 
（注） 参考指数（ラッセル2000グロースインデックス（円換算ベース））は、ラッセル2000グロースインデックス（米ドル建て：為替ヘッジな

し）をもとに委託者が独自に計算したもので、当初設定時を10,000として指数化しています。    
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○運用経過  

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（課税前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2021年６月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。なお、上

記表示期間に収益分配が行われなかった場合、基準価額と分配金再投資基準価額の推移は同一のものとなります。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、「米国小型成長株マザーファンド」（以下「マザーファンド」といいます）を親投

資信託とするファミリーファンド方式で運用しております。当期は、運用の基本方針に従いマザー

ファンド受益証券を高位に組み入れた運用を行い、実質的に米国小型株に投資しました。インフレ

に対する警戒やＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による急速な金融引き締めが景気後退につなが

るとの懸念からリスクオフ・モードが高まり、米国株式市場は下落しました。為替市場で円安/米

ドル高になったことはプラスに寄与しましたが、当ファンドの基準価額は前期末比で14.5％（分配

金再投資ベース）下落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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＜米国株式市場＞ 

・期中（現地2021年６月12日～2022年６月10日）のラッセル2000グロースインデックスは、米ドル

ベースで30.6％下落しました。 

・期首（2021年６月）～９月：６～７月はインフレ懸念や、新型コロナウイルスのデルタ株の感染

拡大に対する警戒感から株価は下落し、その後好調な2021年４-６月期の企業決算等を背景に値

を戻しました。８～９月にはアフガニスタン情勢の緊迫化の他、中国不動産大手である恒大集団

の資金繰り悪化が投資家心理を冷やしたこともあり、株式市場は上値の重い展開となりました。 

・10月～12月：10月から11月上旬にかけては、堅調な2021年７-９月期の企業決算発表が相次いだ

他、米国下院が１兆米ドル規模のインフラ投資法案を可決したことが好感されて株価は上昇しま

した。その後は、南アフリカ等で新型コロナウイルスの変異種であるオミクロン株が確認され世

界的に経済成長が妨げられるとの懸念から、小型株主導で株式市場は急落しました。しかし年末

に向けては、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）の内容が概ね市場予想の範囲内であったこと

に加え、オミクロン株を巡る楽観的な報道も広まり株価は反発しました。 

・2022年１月～３月：１～２月はＦＲＢ高官が利上げの加速や量的金融引き締めの前倒しを示唆し

たことで長期金利が上昇し、成長期待を織り込んで値上がりしていたハイテクおよびバイオ銘柄

が主導する形で株価は急落し、更にはウクライナを巡る地政学的リスクの台頭も相場の重石とな

りました。３月に入ると、ウクライナ情勢の緊張緩和期待が広がったため株式市場は値を戻しま

した。 

・４月～期末（６月）：４月は、３月開催のＦＯＭＣ議事要旨にて量的金融引き締めを前回（2017

年10月から2019年７月）の約２倍のペースで実施する方針が示され、更にタカ派的なＦＲＢ高官

の発言により長期金利が上昇したことを嫌気し、株価は調整色を強めました。また、大手ハイテ

ク企業の軟調な2022年１-３月期の決算発表や中国のロックダウン（都市封鎖）等も相まって、

株式市場ではリスクオフ・モードが高まりました。５月に入り、ＦＲＢの急速な金融引き締めが

景気後退につながるとの思惑から株価は続落しましたが、インフレに対する警戒が和らぎ値を戻

しました。しかしその後は、６月上旬に発表された５月のＣＰＩ（消費者物価指数）で前年同月

比の伸び率が約40年振りの高水準を記録したことをきっかけに、株価は再び軟調となり期末を迎

えました。 

 

＜為替市場＞ 

・期中の円/米ドル相場は大幅な円安・米ドル高となり、基準価額の押し上げ要因となりました。 

・期首（2021年６月）～12月：６月に開催されたＦＯＭＣで予想外に利上げ時期の前倒しが発表さ

れたものの、その後にパウエルＦＲＢ議長が足元のインフレ率の急上昇は一過性であるとの見解

や、テーパリング（量的金融緩和縮小）の時期とペースは将来の利上げ時期の直接的なシグナル

にならないと早期利上げに対し慎重な姿勢を示したことで、長期金利が低位に推移し、９月中旬

までは１米ドル110円を挟んでもみ合う相場が続きました。しかし年末にかけては、原油価格の

高騰等を背景にインフレ加速観測が高まり長期金利が上昇したこと等から、115円近辺まで円安・

米ドル高が進行しました。 

投資環境 
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・2022年１月～期末（６月）：１～３月上旬は、ＦＲＢ高官の発言が利上げの加速や量的金融引き

締めの前倒しを示唆し長期金利の水準を切り上げる一方、ウクライナ情勢の緊迫化を受けリスク

回避姿勢が強まり、円/米ドル相場は方向感に欠ける展開となりました。その後は、ＦＲＢによ

る急速な金融引き締め観測を背景とした長期金利の上昇が続く中で、金融緩和を継続する日銀

（日本銀行）が連続指値オペといった金利上昇抑制策を実施する等、日米金融政策の方向性の違

いが意識され、１米ドル130円台まで円安・米ドル高が進行しました。５月に入ると、金融引き

締めによる景気減速懸念が台頭し一時円高・米ドル安に振れたものの、６月には５月のＣＰＩの

前年同月比伸び率が約40年振りの水準を記録し長期金利が更に上昇したことで、１米ドル135円

近辺で期末を迎えました。 

 

 

＜アメリカン・ドリーム・ファンド＞ 

当ファンドは、マザーファンド受益証券を高位に組み入れて運用を行いました。 

 

＜米国小型成長株マザーファンド＞ 

マザーファンドは、米国の株式を主要投資対象とし、信託財産の成長を目指して積極的な運用を

行いました。 

・2022年に入り、ＦＲＢが急速な金融引き締めへ舵を切り始める中で、長期金利は上昇し、投資対

象とする小型グロース株は苦戦を強いられました。インフレ動向に目を向けると、ＣＰＩ等の物

価指標は依然として高水準で推移していますが、住宅ローン金利の上昇による住宅関連需要の減

退が将来的なインフレ抑制につながるとの見方もあります。インフレ沈静化を最優先とする

ＦＲＢは量的金融引き締めを開始するとともに、政策金利を中立的（景気を過熱もさせず冷やし

もしない）な水準にまで引き上げる意向であり、今後インフレが落ち着きを見せるか否かがポイ

ントと考えられる中、マザーファンドでは、厳選した高成長な中小型企業へ着実に投資していく

方針です。 

株式組入比率については、当期を通じて高位の水準を維持しました。 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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当ファンドは運用の目標となるベン
チマークを設けておりません。 
右記のグラフは、基準価額と参考指数

の騰落率の対比です。 
 
 
 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準および市場動向などを勘案し、当期は分配金を見送る
こととしました。収益分配に充てなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方
針に基づいて運用を行いました。 
 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第15期 

2021年６月15日～ 
2022年６月13日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,963  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
（注） 分配は原則として決算日（原則、毎年６月12日。当該日が休業日の場合は翌営業日）から起算して５営業日までに支払いを開始してお

ります。 
（注） 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」にわかれます。

分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下
回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した
額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。   

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（課税前）込みです。 
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○今後の運用方針  

＜アメリカン・ドリーム・ファンド＞ 

当ファンドでは、引き続き運用の基本方針に基づき、マザーファンド受益証券を高位に組み入れ

た運用を行っていく方針です。 

 

＜米国小型成長株マザーファンド＞ 

・インフレのピークアウトの兆候が確認されＦＲＢが景気後退を招かずに金融政策の正常化を行

えるのであれば、株式市場を取り巻く不透明感は相当程度払拭されると考えています。こうした

環境においては、市場参加者の関心が企業業績等のファンダメンタルズへと向かい、当ファンド

で組み入れる独自の技術やノウハウを武器に優れた競争力を誇る中小型成長企業が再び脚光を

浴びると想定しています。従って、短期的な相場変動に一喜一憂せず、徹底したボトムアップ・

リサーチに基づき優良銘柄への投資を行い長期的なリターン獲得を目指す方針です。但し、

ＦＲＢによる行き過ぎた金融引き締めが景気後退につながるとの懸念も台頭してきており、ポー

トフォリオ運営はインフレや金融政策動向に十分に注意して臨んで参ります。 

・このようにマザーファンドでは、独自の中長期業績予想に基づき、短期志向の投資家と一線を画

して投資を行うことで、高リターンの達成を目指す方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年６月15日～2022年６月13日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 347  2.578  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (232)  (1.722)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (103)  (0.768)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 12)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 14   0.105   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 14)  (0.105)   

（c） そ の 他 費 用 19   0.143   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  9)  (0.067)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.015)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (  8)  (0.061)  法定開示資料の印刷にかかる費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 380   2.826    

期中の平均基準価額は、13,442円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年６月15日～2022年６月13日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
米国小型成長株マザーファンド 25,296 110,000 166,103 740,000 

 
（注） 単位未満は切捨てて表示しています。 

 

○株式売買比率 (2021年６月15日～2022年６月13日) 

 

項 目 
当 期 

米国小型成長株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,658,458千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,289,572千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.25   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月15日～2022年６月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月13日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

米国小型成長株マザーファンド 1,097,322 956,515 3,633,418 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年６月13日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

米国小型成長株マザーファンド 3,633,418 96.5 

コール・ローン等、その他 129,903 3.5 

投資信託財産総額 3,763,321 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 

（注） 米国小型成長株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（3,629,562千円）の投資信託財産総額（3,803,535千円）に

対する比率は95.4％です。 

（注） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レー

トは１ドル＝135.00円です。 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月13日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,763,321,757   

 コール・ローン等 129,903,571   

 米国小型成長株マザーファンド(評価額) 3,633,418,186   

(B) 負債 70,771,670   

 未払解約金 16,669,708   

 未払信託報酬 52,412,546   

 未払利息 249   

 その他未払費用 1,689,167   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,692,550,087   

 元本 3,179,995,387   

 次期繰越損益金 512,554,700   

(D) 受益権総口数 3,179,995,387口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,612円 

 
（注） 当作成期運用報告書作成時点では監査未了です。 

（注） 当ファンドの期首元本額は3,577,782,682円、期中追加設定元本

額は338,052,354円、期中一部解約元本額は735,839,649円です。

（注） １口当たり純資産額は1.1612円です。 

○損益の状況 (2021年６月15日～2022年６月13日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     52,856   

 支払利息 △     52,856   

(B) 有価証券売買損益 △511,708,982   

 売買益 52,095,067   

 売買損 △563,804,049   

(C) 信託報酬等 △119,575,031   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △631,336,869   

(E) 前期繰越損益金 794,358,060   

(F) 追加信託差損益金 349,533,509   

 (配当等相当額) (  148,086,923)  

 (売買損益相当額) (  201,446,586)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 512,554,700   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 512,554,700   

 追加信託差損益金 349,533,509   

 (配当等相当額) (  148,140,557)  

 (売買損益相当額) (  201,392,952)  

 分配準備積立金 794,358,060   

 繰越損益金 △631,336,869   
 

（注） 当作成期運用報告書作成時点では監査未了です。 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0.0円）、費用控

除後の有価証券等損益額（0.0円）、収益調整金（148,140,557円）

および分配準備積立金（794,358,060円）より分配対象収益は

942,498,617円（10,000口当たり2,963円）ですが、当期に分配

した金額はありません。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2021年６月15日～2022

年６月13日の期間に当ファンドが負担した費用は53,388,044

円です。 
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